
　九州大学は知の世界的拠点大学として、また、日本を代表する基幹総合大学として、都市とともに栄え、市民の誇りと頼りにな

る大学を目指しています。その中で、現代社会が直面するさまざまな課題に対して、産官学民の連携活動の中で、オープン・イノ

ベーションに努め、これらの課題を克服する道を切り拓いております。

　九州大学は、エネルギー問題と地球温暖化問題に早くから着目し、究極のクリーンエネルギーである水素エネルギーの利用

に取り組んでいます。文部科学省の21世紀COEプログラムに採択されたことを契機に、学内に水素研究教育拠点を構築しまし

た。それから10年以上にわたり、福岡県・福岡水素エネルギー戦略会議、産業技術総合研究所との連携の下に、低炭素社会を目

指す国家的プロジェクト事業に参画し、この分野で多くの成果を蓄積してきました。本学においても、伊都キャンパスにおける施

設配置、専用施設の建設、先端的実験設備の設置、研究スタッフの充実等に努め、現在、カーボンニュートラル・エネルギー国際

研究所、四研究センター（水素エネルギー国際研究センター、水素材料先端科学研究センター、稲盛フロンティア研究セン

ター、次世代燃料電池産学連携研究センター）、大学院水素エネルギーシステム専攻を含むに至り、世界トップレベル拠点に発

展する道を着実に歩み始めております。

　水素利用をめぐる社会の動きは加速しつつあり、燃料電池を核とするクリーンエネルギー社会の実現に向けて、安全な水素イ

ンフラの開発、高効率、長寿命、低コストの次世代燃料電池の普及が強く求められています。

　新しい伊都キャンパスでは、新たな価値を創造する実証実験キャンパスとして未来社会モデル

の構築に向けたさまざまな取組みが展開されています。この水素エネルギー研究教育拠点を中心

として、大学全体の研究教育活動の中から科学技術イノベーションを創出し、ここ伊都キャンパス

で水素エネルギー社会の実現に努めて参ります。
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　水素エネルギー技術は、低炭素社会実現へのキーテクノロジーとして期待されています。2009年から家庭用燃料電池の市販が始まり、
また、2014年12月からは燃料電池自動車の一般販売も開始され、それを支えるインフラ整備が進められていますが、実用技術として
は発展途上でもあります。本格的な普及のためには、技術課題の解決や新しい技術の開発が必要ですが、ブレークスルーにつながる研
究成果がエネルギー社会を大きく変える可能性も秘めるチャレンジングな技術分野です。世界の将来を担う学生諸君や若手研究者の活
躍が期待されている分野でもあります。
　九州大学伊都キャンパスにおいては、文部科学省や経済産業省、（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構のご支援のもと、産
業技術総合研究所など関連する研究機関や福岡水素エネルギー戦略会議などの地域とも密に連携し、水素エネルギー分野の高度人材
育成や、基礎基盤研究から産学連携研究、社会実装研究までが一体的に実施されています。
　平成22年度からは、「産学官地域連携による水素社会実証研究」事業がスタートし、基礎基盤・産学連携研究と連動した実証研究を
実施し、産学官と地域が一体となった世界オンリーワンの水素エネルギー研究教育拠点を構築することを目指しています。
　また、平成22年12月に開所した「カーボ
ンニュートラル・エネルギー国際研究所」（文
部科学省世界トップレベル研究拠点プログラ
ム）や平成24年1月に開所した「次世代燃
料電池産学連携研究センター」、平成25年
11月に開所した「革新的イノベーション創出
プログラム（COI STREAM）」拠点、セン
ター・オブ・イノベーション（COI）プログ
ラムのビジョン3「活 気 ある持 続 可能 な

（Active Sustainability）社会の構築」、国
際戦略総合特区事業の活動も進めながら、
水素エネルギー技術を生かした低炭素社会・
脱炭素社会の実現に貢献することを目指して
います。平成28年からは、オール九大の組
織である「エネルギー研究教育機構」の活
動にも全面的に協力しています。
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九州大学伊都キャンパスから、
水素エネルギー技術で世界を変えたい。

水素拠点が目指すもの

◎水素技術を生かした低炭素社会のイメージ
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